
　　文　部　科　学　大　臣　殿

昼夜

年

有

■クラス担任制： 有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数
国内旅行業
務取扱管理

者
① 　　３２人 　　　２１人

人
人
人
％

■卒業者に占める就職者の割合
％

（令和 元

3 名 3 ％

AXESS実用
検定

③ ５３人 ５３人

■国家資格・検定/その他・民間検定等
（令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

年度卒業者に関する

令和2年5月1日 時点の情報）

（例）学校生活への不適合・経済的問題・進路変更等

(例）カウンセリング・再入学・転科の実施等

就職等の
状況

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

総合旅行業
務取扱管理

① ８人 ２人

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該
当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

中途退学
の現状

： 92.85714286

■就職希望者数 39
■就職者数 39
■就職率　　　　　　　　　　 100

■中退率

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
ｈｔｔｐｓ：//www.daikan.ac.jp/gakka/travel/

進路変更、経済的問題

平成31年4月1日時点において、在学者９９名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者９６名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

■中退防止・中退者支援のための取組

欠席者への日々の連絡、学校行事（研修、学園祭、体育祭等）への参加促進、奨学金案内、転校手続等

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
※有の場合、制度内容を記入

校友会入学時奨学金制度、校友会進級時奨学金制度、ＡＯ特待生制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

記

商業実務 観光専門課程

分野 認定課程名

742

学校名 設置認可年月日

学科の目的
旅行業界で求められる専門知識を修得し、国家資格の取得・実習授業を通してツアープランナー、カウンターセールス、ツアーコンダクター、営業マンなど
１００％の業界就職を実現する。

0

大阪観光専門学校 昭和60年3月30日

設置者名 設立認可年月日

校長名 所在地

植田　宏美
〒530-0003
大阪市北区堂島２－３－１１

（電話） 06-6344-5259
代表者名 所在地

■課外活動の種類
エクステンション講座、ボランティア、学園祭・体育祭の実行委員
等

■サークル活動：

専門士 高度専門士

実習演習

昼間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数

有

１０人

■個別相談・指導等の対応

１２０人 ７６人 ５人 １７人 ２２人

課外活動

卒業・進級
条件

成績評価

■成績表：

本人のカウンセリング、保護者との連絡・
連携により対処を行う。

長期休み

ＪＣＢトラベル、ワールドツアーシステムズ、日本旅行、阪急交通社
スカイツアーズ、ヒットカンパニーリミテッド他
■就職指導内容
業界研究、履歴書・エントリーシート添削、面接練習、マナー指導
一般教養指導、担任並びにキャリアセンターによるカウンセリング

■卒業者数 42

学修支援等

（別紙様式１－１）

■中途退学者

時間

トラベル学科
平成６年文部科学省

認定
－

令和2年11月18日

　下記の専修学校の専門課程を職業実践専門課程として認定する課程として推薦します。

職業実践専門課程として認定する専修学校の専門課程の推薦について

講義 実技

1,178 0

安達　暁子
〒101-0062
東京都千代田区神田駿河台二丁目１１番地

（電話）
昭和43年5月14日

全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　１人
・留学者数　　　　　　　　　　　　　２人

留学生数（生徒実員の内数）

学校法人Ａｄａｃｈｉ学園
03-5283-6288

認定学科名

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

■学年始：4月1日
■夏　 季：7月26日～9月5日
■冬　 季：12月20日～1月9日
■学年末：3月20日～4月4日

兼任教員数

2

修業年限

総教員数

実験

01,920

学期ごとの試験評価、平常評価による
■成績評価の基準・方法

卒業条件：試験・提出物評価などに合格し、規定の授
業時間数を履修した者で、本校所定の課程を修了し、
且つ学費を完納した者。
進級条件：卒業見込者


	【入力用】別紙様式１－１

